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研究成果の概要（和文）：本研究では村上春樹の「ノルウェイの森」を題材として、音楽が導く

感性が文学作品を理解する上で、どのような影響をおよぼすか分析を試みた。文学作品の解説

を行うとき、作品に関する音楽を聴かせることで印象の変化を大きくできること、さらには、

環境が異なっても同じような影響を与えることができることが明らかになった。国語教育に音

楽鑑賞を取り入れることで、小説世界への理解を深めることができ、創造的な鑑賞力の育成に

つながることが期待される。 
 
研究成果の概要（英文）：We report analysis results of the contribution of music to the deeper 
understanding of literature, obtained through education wherein music within the scenery 
of a piece of literary work is provided.  Norwegian Wood by Haruki Murakami was 
selected as a case study.  The experimental procedure was as follows: (1) the evaluation of 
the selected literature before the introduction of the associated music, (2) the evaluation of 
the music, and (3) the second evaluation of the literature.  The data we obtained indicates 
that the introduction of the relevant music serves to promote subjects’ better 
understanding of the literature, and the music-combined approach has proved fruitful in 
inspiring their imagination. 
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１．研究開始当初の背景 
	 国語教育と音楽教育は人間の感性を刺激
する重要な科目で、感性と知性の育成は、

我々が教鞭をとる高等専門学校でも重要な
課題となっている。しかしながら、一般に国
語教育の十分な時間がとれないうえに、我々
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の高等専門学校の現行カリキュラムには音
楽という教科すら存在しない。文化審議会国
語分科会国語教育等小委員会の意見のまと
めに「国語科の根本の部分にあるのは感性に
基づく情緒力であり、中・高では感性・情緒
と論理とを並列的に養い続ける形になって
いる。」とある。このように感性と論理は車
の両輪とし育成されなければならない。この
２つをどのようにして育てていくかは過去
に数多くの議論や研究がなされてきた。また、
音楽の現行学習指導要領にそのねらいとし
て「音楽を愛好する心情を育てるとともに、
感性を高め、創造的な表現と鑑賞力の能力を
伸ばす。」とあり、音楽教育で育まれる感性
や表現力の重要性も指摘されている。 
	 さて、我々は、文学作品を読んだり音楽を
聴いたりすることで、そこから様々な印象を
受けている。文学者は人間の五感すべてを言
葉で捉えており、聴覚から得られた情報も言
葉での表現を試みている。しかし、言葉で実
際の音楽を表現することは不可能である。音
楽に影響されて書かれた文学作品は、福永武
彦のショパンのピアノ協奏曲が重要な役割
を果たす「草の花」やベートーヴェンのピア
ノソナタ「月光」が表現されている「風土」、
さまざまなジャンルの音楽が重要な役割を
果たす村上春樹の作品、またモーツァルトの
ピアノ協奏曲に影響されて書いた立原正秋
の作品「薪能」など数多くある。影響された
音楽を直接言葉で表現している作品もある
が、作品によっては音楽を言葉でまったく表
現していないものや作品名だけが表れるも
のも多くあり、一読しただけではその影響が
読み取れない作品もある。 
	 このように深く結びついていると考えら
れる文学と音楽を、それぞれの科目ではなく
２科目を融合して教育を行うことで作品か
ら受ける印象を大きく変えることができる
という着想に至った。そこで効率的な感性教
育を目的として、我々は国語教育の中で取り
上げた文学作品を読んでいく上で重要だと
考えられる音楽作品を鑑賞することによっ
て、その文学作品を別の視点から捉えていく
という教育を進めてきた。 
	 しかしながら、文学作品から受ける印象に
音楽がどのような影響を与えているかを、は
っきり系統的に示した研究はこれまでなさ
れていない。そこで、我々はその影響を数量
的に評価したいと考えた。 
	 これまで、学生の興味を引く小説で、音楽
の影響が大きいと考えられる村上春樹の「ノ
ルウェイの森」を題材として、音楽が導く感
性が文学作品を理解する上で、どのような影
響をおよぼすか予備実験を試みてきた。「ノ
ルウェイの森」を理解する上で欠かすことが
できない場面を選び、その場面を読み取るこ
とができるようになることを主眼に置いて

実験を進めてきた。なお、その場面は文庫本
４ページ程度の分量である。印象評定実験は
18、19 歳の学生を対象としてとして、形容詞
22 対を用いて７段階のＳＤ尺度を構成して
進めた。音楽の印象解析、そして、音楽の提
示前後での文学の印象がどのように変化す
るかの解析には因子分析を用いた。解析結果
は、音楽を提示した後の場面に対する因子得
点は大きく変化して、それは音楽のもつ因子
得点と同じ方向への変化であった。音楽の説
明と提示だけでこのように感じられるよう
になったことは期待以上のもので、文学と音
楽の響きあいによるものと考えられる。 
 
２．研究の目的 
	 背景で述べたように、我々は国語教育の中
で文学作品に関連がある音楽作品を鑑賞す
ることによって、文学作品を別の視点から捉
えていくという教育を進めてきた。その結果、
文学の印象が単に音楽の印象を引きずった
内容に変化するのではなく、音楽は小説世界
への理解を深めることを示唆する結果が得
られた。国語教育に音楽鑑賞を取り入れるこ
とで、文学作品を別の視点から捉えることが
でき、創造的な鑑賞力や情緒力の育成につな
がる効率的な感性教育に結びつくことが期
待される。しかし、これまでの結果は少人数
の学生を対象とした少数例の実験しか行っ
ていない。 
	 この研究では、16~20 歳の学生を対象とし
て、 
	 ①	 実験協力者数を増やす 
	 ②	 実験協力者の教育環境の影響調査 
	 ③	 指導者の違いによる影響の調査 
といった観点から、これまでの研究成果を発
展させ、系統的な研究を行う。題材となる文
学作品であるが、学生の興味を引く小説で、
音楽の影響が大きいと考えられる村上春樹
の「ノルウェイの森」を引き続き用いて実験
したい。これまでの予備実験では実験後に作
品を繰り返し読む学生や他の長編小説にチ
ャレンジする学生の人数は音楽鑑賞を取り
入れない場合より多く、また理解度試験の成
績が優れていることも分かっている。 
	 このような研究をしていくことで、これま
での実験結果である「文学の印象が単に音楽
の印象を引きずった内容に変化するのでは
なく、音楽は小説世界への理解を深める」と
同様の結果が得られるか、音楽の影響を系統
的に解析する。 
 
３．研究の方法 
（１）実験素材	 
	 実験に用いた文学作品は村上春樹の「ノル
ウェイの森」で、この作品を代表する印象的
な次に示すシーンと音楽を選び出して素材
とした。それは、真夜中に「僕（ワタナベ）」



が、月あかりに照らされた直子という恋人の
とても幻想的な様子を見るという場面であ
る。音楽はビル・エヴァンスの「ワルツ・フ
ォー・デビー」を選択した。この曲は、選ん
だシーンでも回想される主人公が恋人と過
ごす夜に聴いた六枚のアルバムの中からの
一曲である。ジャケットの幻想的な女性の様
子が、主人公が真夜中に見た恋人の幻想的な
姿を表しているとも考えられる。	 
（２）印象評定実験	 
	 実験は石川工業高等専門学校（以下、本校
と記す）と首都圏の一般高等学校（以下、Ｗ
高校と記す）で行った。本校での実験は平成
19 年度、21 年度、22 年度に行い、実験参加
者は 16~20 歳の参加希望者や日本文学の授
業受講者、総数で男子 83 名、女子 47 名であ
る。そして、Ｗ高校では平成 22 年度に実験
を行い、実験参加者は 17~19 歳の文学の選
択授業受講者で、男子 19 名、女子 7 名であ
る。いずれの実験においても参加者はあらか
じめ「ノルウェイの森」を実験前に何度か読
み、実験に臨んだ。基本的な実験手順を図１
に示す。本校の実験では、比較のため実験手
順５と７の音楽の提示と関連性の解説を行
わなかったグループも設けた。	 

	 図１の手順で示した印象評定実験では、文
学と音楽の印象いずれをも表すと考えられ
る形容詞 22 対を選び７段階のＳＤ評定尺度
を構成し、印象評定を行った。選んだ形容詞
対を因子分析の結果として表１に示す。因子
分析は、固有値の変化より３因子構造を仮定
して主因子法、プロマックス回転で行った。
３因子は、関連の強い印象表現語の意味内容
を考慮して、明暗、美的、状況因子と呼ぶこ
とにする。以下、第１と第２因子の明暗と美
的に着目して結果を述べていく。また、変化
の有意性はｔ検定で確認した。	 
	 
４．研究成果	 
（１）結果	 
	 音楽を聴いた場合と聴かなかった場合で、
明暗と美的の因子得点を算出した結果を図
２に示す。図中の矢印の根元の丸は、音楽の
提示有のグループでは音楽を聴く前、提示無
のグループでは音楽の解説を受ける前の因
子得点で、矢印の先の四角がそれぞれ音楽を
聴き、場面との関連性の解説を受けた後、ま
た音楽やその関連性の解説だけを受けた後
の得点である。したがって、矢印が音楽の影
響を示すことになる。有意であった明暗因子
のｔ検定の結果を併せて図中に示す。	 

２．場面の黙読	 

１．場面の解説	 

３．場面に対する印象評定実験	 

５．場面に関連する音楽の提示	 

６．音楽に対する印象評定実験	 

７．音楽と場面の関連性の解説	 

９．場面に対する印象評定実験	 

８．場面の黙読	 

４．場面に関連する音楽の解説	 

図１	 基本的な実験手順	 

表１	 因子分析結果 



	 図２より、音楽を聴いたグループでの明暗
因子の変化は約２倍大きいことが分かる。ま
た、その変化はいずれの場合も有意であった。
音楽を聴くことで、明暗因子に含まれる明る
いや陽気といった印象の変化をより大きく
することができることが分かった。	 
	 図３には本校とＷ高校での違いを示す。い
ずれも音楽を提示している。図中の記号は図
２と同様である。また、本校で美的因子得点
が平均以上と以下で分けて得点を算出した
結果も併せて示す。さらに音楽だけの印象の
得点も参考のために示してある。	 

	 Ｗ高校も明暗因子では本校と同じように
有意で大きな変化を示しているが、美的因子
において変化の増減で差があるように見え
る。しかし、Ｗ高校の美的因子の変化は有意
でないことに加え、本校において美的因子に
高い得点を示したグループでも得点が減少
することを考慮すると、同様の変化を示して
いると判断できる。	 
（２）まとめ	 
	 文学作品の解説を行うとき、作品に関する
音楽を聴かせることで印象の変化を大きく
できることが分かった。また、環境が異なっ
ても同じような影響を及ぼすことが分かっ
た。国語教育に音楽鑑賞を取り入れることで、
小説世界への理解を深めることができ、創造
的な鑑賞力の育成につながることが期待さ
れる。	 
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